
９月に入った。 
国会は相変わらず混乱している。 
野田首相への問責決議が可決され事実上の 
休会が続く。民主党・自民党も党首選・総裁選を 
控え、国会審議どころではないということか。 
民主党もだらしないが、自民党も困ったものだ。 
問責を通すために、３党合意も反故にした。 
何ということか。 
このようなことでは国民の信頼は決して得られ 
ない。もっとも、もう国民はとっくに政治に対する 
信頼を失っている。 
次の選挙で自民党が政権を取っても、同じことが 
繰り返されるだろう。やはり政界再編が必要とい 
うことか。 
然し、今度の選挙では政治家が何を約束しても 
国民は信用しないだろう。先のマニフェストの学習 
効果があったから。然し、それでは国民は何を 
根拠に政治家を選べばよいのだろう。 
一人一人の有権者が、しっかりとその辺を考えて 
投票しないと、何回でも同じことが繰り返される 
だろう。 
どんなに遅くとも来年には選挙がある。 
後悔しないような候補者をしっかりと選ぼう。 
 

    平成２４年９月１日 



民主党党首選、自民党総裁選で国会は 
    すでに選挙モードだ。 
    谷垣総裁が出馬しない事になったという。 
    石原幹事長は出馬するという。谷垣総裁を 
    幹事長という立場で補佐してきた石原氏が 
    谷垣氏を降ろして自分が出馬するとはなん 
    となく理解に苦しむ。 
    二つの選挙が終わればすぐに総選挙の 
    モードに突入だろう。国会はしばらくお休み 
    ということだろう。 
    熊谷市議会は９月定例議会が５日開会さ 
    れた。１０日が総括質疑、１１日、１２日に 
    各常任員会が開催された。 
    一般質問は１８日(火）１９日(木）２０日(金） 
    の３日間で、私は今回も１番バッターとして 
    １８日の１０時に質問に立つ。 
    今回の質問は 
     
    １．逆都市化時代のまちづくりについて 
    ２．情報セキュリティについて 
    ３．教師のメンタルヘルスについて 
     
    以上３点について質問をする。 
    まだまだ残暑が続きます。 
    お体ご自愛下さい。 
 

        平成２４年９月１２日 



今日で９月定例議会は閉会となる。 
２３年度決算については別に決算委員会が 
開催される。私の所属する総務文教常任 
委員会の決算審査は１０月９日、１０日だ。 
今議会の一般質問登壇議員は２３名で 
最近の議会としてはかなり多かった。 
制限時間（質問、答弁を含めて 1 時間）を 
いっぱいに使う議員も何人かいた。 
（私もその一人だが） 
自分の権利を十分に発揮することで良い 
傾向だと思う。 
民主党代表選は大方の予想通り野田さん 
が再選された。選挙がいつあるか解らない 
が遅くても来年には必ずある。 
先も少ないのだから思い切った施策を期待 
したいところだが、幹事長に日教組のドン 
だった輿石さんが留任ということで、がっか 
りした。 
多分党内融和を図るための人事だろうが 
もう野田さんは怖いものもないだろうに 
思い切った人事をしてほしかった。残念だ。 
自民党の総裁選も激しい戦いが繰り広げ 
られている。5 人の候補が皆、あまり意見が 
違わず迷うところだ。私は既に投票した。 
マスコミの見かたでは決選投票になりそうだ。 
決選は石破・安倍か石破・石原か。 
誰に決まっても次の選挙後は総理大臣に 
なる可能性が高い。 
経済、外交など待ったなしの課題が多い。 
こんどこそ国民の期待を裏切らないでほしい。 
 

    平成 24 年 9 月 25 日 



１０月１０日から１０日間、「喉の化膿」のため入院 
切開手術を受けたため、HP の更新も１カ月滞り 
ましたことお詫び申し上げます。 
１０月１９日に退院致しまして、体力づくりに励ん 
でおります。 
この間政治は国民不在の混乱が続いております。 
国民は腹が立つというより諦めているのではないでしょうか。国民に

信頼されない政治は国を滅ぼ 
します。 
原発の議論が盛んだ。吉崎達彦氏によると、 
「１０年後のあなたの年収は１０００万円と５００万円と３００万円

のどれがよいか」というアンケートがあったら誰しも１０００万円と

答えるだろう。しかし現実には高い年収は激務やリスクを伴うものが

多い。野田政権は「２０３０年の原発比率は０％と１５％と２０～２

５％のどれがよいですか」と国民に問うた。原発が好きな人なんてい

ない。０％と答えるにきまっている。 
原発ゼロを方針とする場合、原子力を学ぶ学生は減るだろうし、企業

が原子力産業から撤退するだろう、その場合福島の廃炉、除染などは

どうするのか。事故の後始末には数１０年かかる。 
また、原発なしの日本経済が今後の少子高齢化社会を支えていけるの

かも検証する必要がある。 
原発を減らすだけの話は無責任だ。何を代替の電力源とするか、その

工程なども示さなければいけない。 
プロである政治家がなぜアマチュアの民意に答えを求めるのか。「国民

的議論を」と言いながら民意に阿る政治はかえって国益を損なう。 
目先の選挙が気になって仕方がない政治家に２０３０年のことを決め

てもらいたくない。と言う。 
ドイツでは脱原発の再生可能エネルギー普及に伴うコストが増加し、

来年から電気代が約５０％引き上げられるという。現実に日本では燃

料費が電力各社のコスト増を招き、１３年３月期の決算では９社合計

の純利益が１兆７６９７億円の赤字となる計算だという。 
原発の問題は急いで答えを出さず、しっかり議論をしてほしい。 
 

     平成２４年１０月２５日   



急に寒さが厳しくなった中で選挙戦が真っただ中 
です。 
こんなにも多くの政党が消費税、原発、TPP 問題 
などそれぞれの政策を掲げておりますが、正直 
言って何が何だかよく解りません。 
１０年先、２０年先のことを今の立候補者が約束 
していいのでしょうか。責任は誰が取るのでしょう 
か。 
先の民主党のマニフェストで国民は学習したはず 
です。 

私は勿論地元の候補、森田としかず君を応援 
します。 
１２月定例議会は１１月２９日開会されました。 
一般質問は１１日、１２日、１３日の３日間です。 
私は今回も一番バッターで１１日１０時に質問に 
立ち 
ます。今回の質問は 
 

１．公文書について 

２．いじめについて 

 
の２点です。 
公文書についてはさいたま市で偽造の問題が 
発覚し大きな問題となっております。 
またいじめ問題も大きな社会問題となっており 
ます。 
これらの本市での状況と対応を質問したいと思い 
ます。 
 

       平成２４年１２月７日 




